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【表紙画像説明】
太陽風の駆動にはローレンツ力を復原力とするプラズマの波動＝アルベーン波が重要な役割を果たすと
考えられています．
太陽風中のアルベーン波が伝播しながらどのように乱流状態に遷移するかは未解明でしたが，これまで
にない大規模な数値シミュレーションによりその物理が明らかになりました．上図は太陽から離れる方向
へ伝播するアルベーン波，下図は太陽へ向かう方向へ伝播するアルベーン波の空間分布を表します．太陽
へ向かうアルベーン波の方が細かな構造を持つことがシミュレーションから予想され，将来の探査機観測
（r～10R◉に到達予定）による検証が期待されています．
【表紙デザイン】
今月は太陽の様子です．まだまだ暑い日が続く中，追い打ちをかけるように表紙も暑そうなデザインに
なってしまいました．来月からは涼しげなデザインになると思います．
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